
経営者保証に関するガイドライン
について

「経営者保証に関するガイドライン」および「経営者保証に関するガイドラインQ&A」 は
次のホームページから入手可能です。
日本商工会議所  http:〃 wwwjCd.Or.jp/neWSttCd― news/2013/1205140000。 html

全国銀行協会   http://wwwoZenginkyo.o可 p/news/2013/12/05140000.html

中小企業・小規模事業者等 (以下「中小企業」といいますめ の経営者の皆さま

が金融機関に差臥 れている個人保証 (以下「経営者保証利といいま九 )についで

保証契約を締結する際や、金融機関等の債権者が保証履行を求める際における、

中小企業 (債務者)、 保証人、債権者の自主的なルールを定めたもので九

これにより経営者保証の課題・弊害を解消し、中小企業金融の実務の円滑化を

通じて中小企業の活力を引き出し、日本経済の活性化に資することを目的としてい

ま
し
九 法的拘束力はないものの、中小企業・保証人・債権者が自発的に尊重し、遵

守することが期待されていま九

適用開始日(平成26年 2月 1日 )以降、新たに保証契約を締結する場合や、既

存の保証契約 (適用開始日以前に締結されたものを含みま
｀
九 )について保証契約

の見直しや保証債務の整理をする場合等に、このガイドラインが適用されることに

なりま九

個別のご相談は、商工中金の本・支店の窓口までお問い合わせください。

また、ガイドラインに関する照会については中小企業基盤整備機構地域本部、

商工会・商工会議所でも受け付けま
｀
九

※このガイドラインは中小企業の経営者保証を主たる対象としていますが、必ずしも対象を当該保証に限定しておりません。

(第二者による保証等も対象になります)
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保証しないで融資を受けるにはどうすればよいの ?

≪金融機関が経営者保証を必要とする主な理由》

■業務、経理、資産所有等に関して法人と経営者等との関係が明確に区分・分離されていない。

晰財務基盤が強固ではない。

蟷適切な開示情報が不足している。

①法人個人の一体性の解消 (例 :法人から経営者への貸付等による資金の流出の防止等)

②財務基盤の強化(例 :業績が堅調で十分な利益 (キャッシュフロー)を確保し内部留保が十分な場合等)

③適時適切な情報開示等 (例 :本決算の報告のほか試算表、資金繰り表等の定期的な開示等)

上記の内容について外部専門家による検証を受けることが望ましいです。(ガイドライン4項 (1)、 Q&A4-1～7)

金融機関には以下の対応が求められています。

(イ )経営者保証の機能を代替する融資手法のメニューの充実

(□ )中小企業の経営状況、資金回収可能性等を総合的に判断する中で経営者保証を求めない

可能性、代替的な融資手法の活用可能性を検討

(ガイドライン4項 (2)、 Q&A4-10、 11)

より具体的には

将来に亘つて上記①～③の要件が充足すると

見込まれる場合

>経営者保証を求めない

>代替的な融資手法を活用
◆停止条件

※1・
解除条件付保証契約

×2

◆ABL(動 産 。売桂卜金担保融資)
◆金利の一定の上乗せ 等
(ガイドライン4項 (2)、 Q&A4-8、 9、 12)

※1特約条項 (コベナンツ)に抵触しない限り保証債務の効力
が発生しない保証契約

※2特約条項 (ヨベナンツ)を充足する場合は保証債務が効力
を失う保証契約

経営者保証を求めることが止むを得ない場合

>経営者保証の必要性、保証債務履行請求時の

対応、経営者保証の変更・解除の可能性など

を丁寧 。具体的に説明

>適切な保証金額の設定。保証債務履行時に

本ガイドラインに即して適切な対応を誠実に

実施する旨を保証契約に規定

(ガイドライン 5項、Q&A5-1～ 10)



今度、事業承継を行うが、後継者が保証しないで融資を継続するにはどうす
ればよいの?また、前経営者が個人保証を解除するにはどうすればよいの?

奪後継者の方も、法人個人の一体性の解消、財務基盤の強化、適時適切な情報開示等、経営

改善や、債権者との信頼関係の構築が求められます。

鬱また、以下のような状況であれば、事業承継時に前経営者からの保証が解除され易くなります。

(例 )

>前経営者が、形式的にも実質的にも経営から退く場合 (併せて、当該法人から報酬等を
受け取らないこと)

>前経営者が当該法人から、社会通念上適切な範囲を超える借入等を行つている場合には、
これが返済される場合

>法人の返済能力や担保が乏しく、金融機関が前経営者の資産を保全価値があるものと認識
していた場合には、後継者等から金融機関に対し、同等程度の保全が提供される場合

嘗経営者の交代により経営方針や事業計画等に変更が生じる場合には、その点について誠実
かつ丁寧に金融機関等に説明することが求められます。

(ガイドライン 6項 (2)、 Q&A6-1、 2)

金融機関には以下の対応が求められています。

①前経営者が負担する保証債務を当然に後継者に引き継がせず、中」ヽ企業の経営状況 は)や、

資金回収可能性等を総合的に判断する中で、経営者保証を求めない可能性や代替的な融資

手法の活用可能性を改めて検討
※法人個人の一体性の解消、財務基盤の強化、適時適切な情報開示等

②前経営者の保証契約の解除については、前経営者の実質的な経営権・支配権の有無、既存

債権の保全状況、法人の資産。収益力による借入返済能力等を勘案して適切に判断

(ガイドライン6項 (2))

より具体的には

経営者保証に依存しない融資を検討します。

>後継者の保証を求めない

>前経営者の保証契約の解除

>代替的な融資手法を活用

◆停止条件・解除条件付保証契約

◆ABL(動 産 。売掛金担保融資)
◆金利の一定の上乗せ 等

(ガイドライン6項 (2))

経営者保証を引き続き求めることが止むを得ない場合には、

>経営者保証の必要性、保証債務履行請求時の

対応、経営者保証の変更 。解除の可能性など

を丁寧・具体的に説明

>適切な保証金額の設定。保証債務履行時に

本ガイドラインに即して適切な対応を誠実に

実施する旨を保証契約に規定

(ガイドライン 6項 (2))
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今の事業を整理できない。どうすればよいの?

ガイドライン7項、8項 (5)Q&A7-1～ 32、 8-5

法人の債務整理手続と同時に経営者の保証債務の整理を求めることができます(※ )

(ガイドラインフ項、Q&A7-1)
※一定の経営責任をとった上で、

法人が法的債務整理手続又は準貝」型私的整理手続
(※ )の
申立てを同時に行うか、係属中若しくは終結していること

金融機関において、法人の債務及び保証債務の破産手続による配当よりも多くの回収を得られる

見込みがあるなど、経済的な合理性が期待されること

保証人に破産法に定める免責不許可事由が生じていないこと

※中小企業再生支援協議会による再生支援スキーム、事業再生ADR、 私的整理ガイドライン、特定調停等

金融機関は以下の対応を検討します。

●
==三
モ菩量:=毛言

・
二
=1≒
書隻≧:寺垂尋

対象債権者としても一定の経済合理性が認められる場合には、破産手続における自由財産に加えて、
安定した事業継続等のため、■定期間|の生計費は1)に相当する額や華美で|なし―ヽ自宅

(Xの 等を残存資産に
含めることを検討

※ ]一定期間の生計費 :標準的な生計費 (33万円)× 雇用保険の給付期間 (90-330日 )を参考
※2 自宅が店舗を兼ねており資産の分離が困難な場合等、安定した事業継続等のために必要となる「華美で
ない自宅」は残すなどの対応を検討

●■三幸輩暴■手≡:≡

対象債権者を対象に、保証人が所有する資産 (残存資産を除きます。)を処分・換価して弁済
価値相当額の分割弁済を行うことにより、自宅に住み続けられるようにするなど、資産を処分しな
いことを検討 (弁済条件は、保証人の収入等を勘案)

●千
=:=三
寺毒
=

保証人による開示情報の正確性の表明保証等の要件充足を前提に、残存する保証債務の免除

要請について誠実に対応

【信用情報機関への登録】
本ガイドラインにより保証債務の整理を行つた場合、信用情報機関への登録は行いません。

支援専門家へのこ相談

●弁護士 。会計士 。税理士等の支援専門家に、個人保証債務の整理について相談

●法人の債務整理手続と同時に原則、準則型私的整理手続を申立て

(法人の債務整理手続が「終結」する前に申立てを行つてください)

辣
一時停止 (返済猶予)の要請

●原則、主たる債務者、保証人、支援専門家連名で書面により要請

●全ての対象債権者に同時に要請

安定した事業継続等のため、一定の資産を手元に残すことを申し出ることができます
(ガイドラインフ頂 (3)、 Q&A7-14)

弁済計画の策定

●財産の状況の説明 (支援専門家の確認が必要)、 資産の換価。処分の方針 (安定した

事業継続等のために必要な資産を残すことの申し出も含みます。)

●支援専門家と相談の上、保証債務の減免等を含む弁済計画を作成 (分害」弁済がある

場合は原則 5年以内) 等


